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グル－プホ－ムこまち重要事項説明書 

 

                                            令和   年   月   日現在 

 

             様 

 

 あなたに対するグル－プホ－ムこまちが行う認知症対応型共同生活介護サ－ビス、又は、

介護予防認知症対応型共同生活介護サ－ビスを提供するにあたって、指定居宅サ－ビス等

の事業の人員、設備及び運営に関する基準（平成１１年厚生省令第３７号）の規定により、

次のとおり説明します。 

 この内容は、重要ですから、十分理解されるようお願いします。 

 

                         説明者             

 

１．事業者の概要  

  名    称 医療法人緑陽会 

  主たる事務所 

  の  所 在 地 群馬県富岡市相野田４６９番地 

  代  表  者 理事長 馬原 充彦 

 

２．施設の概要 

（１）施設の名称    グル－プホ－ムこまち 

   施設の所在地     群馬県富岡市相野田４６９番地 

     電話番号等       電 話 ０２７４－６２－５３１１ 

               F A X   ０２７４－６２－５８１３ 

      敷地           ９，５８３㎡ 

   建物          ２５９．８３㎡ 

   居室            １００．８㎡ 

   主な設備     食堂・談話室         ７２．４５㎡ 

            浴室                  ５．３６㎡ 

   利用者定員    ９名 

      介護保険指定番号 認知症対応型共同生活介護（１０７１０００２８３号） 

介護予防認知症対応型共同生活介護（１０７１０００２８３号） 

 

３．グル－プホ－ムこまちの目的と運営方針 

（１）事業の目的 

   医療法人緑陽会が開設するグループホームこまち（以下「事業所」という。）が行

う指定認知症対応型共同生活介護及び指定介護予防認知症対応型共同生活介護の事業

（以下「事業」という。）の適正な運営を確保するために人員及び管理運営に関する

事項を定め、事業所の指定認知症対応型共同生活介護及び指定介護予防認知症対応型

共同生活介護の提供に当たる従業者（以下「従業者」という。）が、要介護状態及び

要支援２にあって認知症の状態にある者に対し、適正な指定認知症対応型共同生活介

護及び指定介護予防認知症対応型共同生活介護を提供することを目的とします。 
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（２）運営の方針 

   事業所の従業者は、要介護者及び要支援２であって認知症の状態にある者について、

共同生活住居において、家庭的な環境の下で入浴、排泄、食事等の介護その他の日常

生活上の世話及び機能訓練を行うことにより、利用者がその有する能力に応じ自立し

た日常生活を営むことができるようにするものとします。 

 グル－プホ－ムこまちは、利用者の意志及び人格を尊重し、常に利用者の立場に立

って指定居宅サ－ビスを提供します。 

   グル－プホ－ムこまちは、明るく家庭的な雰囲気を有し、地域や家庭との結びつき

を重視した運営を行い、積極的に地域との交流に努めるものとします。 

   グル－プホ－ムこまちは、利用者が良質で総合的なサ－ビスの提供を受けることが

できるよう、市町村、他の介護保険施設、居宅介護支援事業者、居宅サ－ビス事業者

その他の保険医療サ－ビス又は福祉サ－ビスを提供する者との密接な連携に努め、民

主的運営をします。 

 グル－プホ－ムこまちの従業者は、指定居宅サ－ビス等の提供に当たっては、懇切

丁寧を旨とし、利用者及びその家族に対し、療養上必要な事項について、理解しやす

いように指導又は説明をします。 

 

４．施設の職員体制                                              （単位 人） 

     職  種    常 勤   非常勤 左記夜勤体制         業務内容 

介護支援専門員      １   利用者のケアプランに関する事項 

看護職員      １   

   １ 

入居者の健康管理に関する事項 

介護職員   １名以上  ２名以上 利用者の介護に関する事項 

 

５．サ－ビス内容 

 ①施設サ－ビス計画の立案 

 ②食事 

 ③入浴                                                 

 ④看護・介護サ－ビス  

 ⑤機能訓練（リハビリテ－ション、レクリエ－ション） 

 ⑥相談援助サ－ビス  

 ⑦理美容サ－ビス （施設利用料に含まれない） 

 ⑧行政手続代行 

 ⑨その他  

 

６．利用料金 

（１）基本料金 別紙１又は別紙２のとおり 

＊介護保険負担割合証に記載の割合に応じた額とする。 

（２）その他の料金  別紙１又は別紙２のとおり 

＊介護保険の給付額に変更があった場合は、それに応じて利用者負担額も変更にな

りますのでご承知ください。 

（３）利用料金の支払い方法 

毎月６日までに、前月分の請求書を送付致します。お支払い方法は、原則、指定さ

れた口座から毎月２０日に自動振替をさせていただきます。但し、事務手続きが整う

までの間については、窓口での現金支払いとさせていただきます。その他の方法    

による場合についてはご相談ください。 

 



- 3 - 

７．事故発生時の対応 

（１）グル－プホ－ムこまちは、事故発生時の対応のシステムについて、事故予防・対応 

マニュアルを定めるものとします。 

（２）グル－プホ－ムこまちは、利用者に対する居宅サ－ビス等の提供について事故が発   

生した場合は、直ちに管理者の責任において、必要な措置を執るとともに、利用者    

の家族等に連絡をします。 

   また、死亡事故その他重大な事故については、遅滞なくその概要を県及び市町村に   

報告をすることとします。 

（３）事故が発生した場合は、管理者はその原因を解明し、再発を防ぐための対策を講じ 

ます。事故に至らない出来事（インシデント）についても、同様とします。 

（４）グル－プホ－ムこまちは、居宅サ－ビス等の提供によりグル－プホ－ムこまちの責

めに帰すべき事由によって利用者が被害を被った場合は、利用者に対して速やかに    

その損害の賠償を行います。 

   また、利用者の責めに帰すべき事由によってグル－プホ－ムこまちが損害を被った   

場合は、利用者はその損害の賠償を求められることがあります。 

 

８．虐待防止のための措置に関する事項 

（１）事業所は、利用者の人権の擁護・虐待の防止等のため次の措置を講ずるものとす

る。  

①虐待を防止するための従業者に対する研修の実施    

②利用者及びその家族からの苦情処理体制の整備  

③その他虐待防止のために必要な措置     

（２）事業所は、サービス提供中に、当該事業所従事者または養護者（利用者の家族等高

齢者を現に養護する者）による虐待を受けたと思われる利用者を発見した場合は、速

やかに、これを市町村に通報するものとする。 

 

９．要望及び苦情の相談 

（１）グル－プホ－ムこまちは、提供した居宅サ－ビス等に関し利用者又はその家族から   

要望及び苦情があったときは、管理者の責任において迅速かつ適切に対応し、その    

対応策を要望及び苦情を申し出た者に説明します。 

（２）要望及び苦情の受付責任者は管理者とし、苦情の処理システムは、グル－プホ－ム

こまち苦情処理委員会で定めます。 

  

グループホームこまち苦情・相談窓口  施設担当者：支援相談員又は介護支援専門員 

                    苦情解決責任者：管理者 

                            電話：０２７４－６２－５３１１ 

 群馬県国民健康保険団体連合会苦情・相談窓口  電話：０２７－２９０－１３２３ 

 富岡市役所苦情・相談窓口（高齢介護課）    電話：０２７４－６２－１５１１ 

 

 地域福祉権利擁護事業のご案内（成年後見制度等）もさせて頂きますので、お気軽にご

相談下さい。 

 

１０．サ－ビスの提供内容 

（１）提供するサ－ビスの概要 

   グル－プホ－ムこまちにおける居宅サ－ビス等は、利用者の希望や課題を考慮し作

成された施設サ－ビス計画等に基づいて提供されます。 
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   ①看護・介護  

    利用者の心身の状態に応じた適切な看護・介護を提供します。 

 ②機能訓練 

    リハビリを重視し、園芸療法や音楽療法又は、書道や工芸など個人の能力を生か

したレクリエ－ションのプログラムを組み、機能訓練の一環として活用します。 

 ③食事 

      利用者が中心になり、栄養のバランスを考えた食事作りを行い、食事は、食堂に

てお摂りいただきます。 朝食：午前８時  昼食：正午  夕食：午後６時 

   ④入浴 

    週最低２回の入浴となります。ただし、利用者の体調に応じて、清拭となる場合

もあります。 

   ⑤理美容 

      月２回、理美容サ－ビスを実施します。 

    ＊理美容サ－ビスは、別途料金をいただきます。 

 ⑥重度化した場合における対応に係る指針について以下のとおりとします。 

   ・急性期における医師や医療機関との連携体制を整備します。 

   ・入院期間中の居住費は別紙１又は別紙２のとおりとし、食材料費は徴収致しま

せん。 

   ・看取りに関する考え方について、入居時及びその後継続をして本人及び家族と

の話し合いを行います。また、意思確認を書面で行う場合もあります。 

（２）他機関・施設との連携 

 ①協力医療機関への受診 

    当施設では、病院・診療所や歯科診療所に協力をいただいています。利用者の状

態が急変した場合には、速やかに協力医療機関で受診することができます。 

   ②他施設の紹介 

    当施設での対応が困難な状態になったり、専門的な対応が必要になった場合には、

責任を持って他の機関を紹介します。 

   ③当施設では、下記の医療機関・歯科医療機関に協力いただいています。 

    【協力医療機関】 

     名 称 公立富岡総合病院 

     住 所 富岡市富岡２０７３番地１ 

 

     名 称 公立七日市病院 

     住 所 富岡市七日市６４３番地 

 

    【協力歯科医療機関】 

        名 称 小澤歯科医院 

        住 所 富岡市下高尾５８０番地 

 

     名 称 カズデンタルオフィス 

     住 所 甘楽郡甘楽町小幡１７５番地１ 

（３）施設利用に当たっての留意事項 

 ①面会の際は、必ず受付で面会簿に必要事項を記入してください。 

②外出・外泊をするときは、その前日までに必ず所定の申請書に記入のうえ、許可

を得てください。また、指示事項を守ってください。 

   ③指定場所以外の飲酒・喫煙は、ご遠慮ください。 
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 ④火気を取扱う場合は、職員の指示に従ってください。 

   ⑤設備・備品の利用は、職員の指示に従ってください。 

   ⑥所持品・備品等の持ち込みについては、職員の許可を得てください。 

   ⑦金銭・貴重品は持ち込まないでください。 

   ⑧宗教活動は行わないでください。   

   ⑨ペットは持ち込まないでください。 

   ⑩家族又は世帯の状況に変更が生じたときは速やかにご連絡ください。         

   ⑪介護保険被保険者証、老人医療受給者証、健康保険被保険者証を月に１度ご提出

ください。また、それらに変更が生じたときは、速やかにご連絡ください。   

 

１１．非常災害対策 

（１）防災設備   消火器、消火栓等 

（２）防災訓練   年２回、昼間訓練と夜間想定訓練を交互に行う。 

          避難訓練、消火訓練及び通報訓練 

 

１２．禁止事項 

  当施設では、多くの方に安心して療養生活を送っていただくために、利用者又は扶養 

者による「営利行為、宗教の勧誘、特定の政治活動」は禁止します。 

  グル－プホ－ムこまちのサ－ビスの提供について、約款及び本書面に基づいて重要事

項を説明しました。 

 

        事業所 〈事業所名〉医療法人緑陽会 グル－プホ－ムこまち 

                   （群馬県指定事業者番号 １０７１０００２８３） 

                  管理者 二坂明子 

            〈所 在 地〉群馬県富岡市相野田４６９ 

                       〈説 明 者〉二坂 明子                  印 

 

 私は、利用約款及び本書面により、事業所からグル－プホ－ムこまちについての重要事

項の説明を受けました。 

 

 

        利 用 者 〈住 所〉                      

 

 

              〈氏 名〉                                       印 

 

 

        身元引受人 〈住 所〉                       

                                                                        

 

              〈氏 名〉                                       印 

 


